
や
会
社
経
営
、
大
潟
村
の
成

り
立
ち
な
ど
に
つ
い
て
講
演

し
た
。
講
演
中
は
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
進
め
ら

れ
、
参
加
者
が
大
き
く
う
な

ず
き
な
が
ら
耳
を
傾
け
る
場

面
も
み
ら
れ
た
。

農
業
委
員
の
小
嶋
教
三
委

員
（
73
）
は
「
農
業
は
何
歳

に
な
っ
て
も
挑
戦
が
で
き

る
。
夢
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
を
再
認
識
で
き

た
」
と
農
業
の
す
ば
ら
し
さ

を
見
つ
め
直
し
て
い
た
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
の
菊

地
成
壽
会
長
（
73
）
は
「
し

っ
か
り
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
農
業
委
員
に
任
命
さ

れ
た
か
ら
に
は
、
優
良
農
地

を
守
る
た
め
、
精
い
っ
ぱ
い

努
め
た
い
」
と
決
意
を
新
た

に
し
た
。

（
金
ケ
崎
町
農
委
会
・
巴

春
菜
情
報
員
）

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
。

研
修
で
は
、
秋
田
県
南
秋

田
郡
大
潟
村
の
㈱
健
康
米
味

楽
農
場
の
藤
村
ゆ
き
代
表
取

締
役
が
「
専
業
農
家
に
嫁
い

で
」
と
題
し
、
自
身
の
経
験

う
役
割
や
活
動
に
対
す
る
相

互
理
解
を
深
め
、
連
携
強
化

を
図
り
、
地
域
農
業
の
発
展

金
ケ
崎
町
議
会
議
員
・
岩

手
ふ
る
さ
と
農
業
協
同
組
合

役
員
・
金
ケ
崎
町
農
業
委
員

会
委
員
に
よ
る
合
同
研
修
会

が
１
月
21
日
、
同
町
の
永
岡

温
泉
夢
の
湯
で
開
か
れ
た
。

研
修
会
は
、
各
団
体
が
担

な
っ
た
こ
と
が
伝
承
の
一
助

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
」
「
地
域
の
昔
な
が
ら

の
食
品
に
目
を
向
け
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

（
宮
古
市
農
委
会
・
小
野

寺
泉
情
報
員
）

が
れ
て
い
っ
た
ら
う
れ
し

い
」
と
笑
顔
で
話
す
。

研
修
会
終
了
後
、
熊
谷
さ

ん
が
作
っ
た
ご
ど
豆
の
試
食

も
行
わ
れ
、
貴
重
な
郷
土
食

を
皆
で
味
わ
っ
た
。

参
加
者
は
「
研
究
対
象
と

作
り
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み

で
違
っ
て
い
い
。
若
い
人
た

ち
が
興
味
を
持
っ
て
く
れ

て
、
村
の
郷
土
食
が
受
け
継

宮
古
地
方
農
業
委
員
会
協

議
会(

阿
部
剛
夫
会
長)

は
１

月
28
日
、
田
野
畑
村
女
性
・

若
者
等
活
動
促
進
セ
ン
タ
ー

で
田
野
畑
村
の
郷
土
食
「
ご

ど
豆
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会

を
行
い
、
同
協
議
会
を
構
成

す
る
宮
古
市
、
山
田
町
、
岩

泉
町
、
田
野
畑
村
の
農
業
委

員
会
委
員
ら
32
人
が
参
加
し

た
＝
写
真
。

ご
ど
豆
は
、
煮
上
げ
た
黒

豆
に
菌
を
付
け
た
後
、
塩
水

に
入
れ
発
酵
さ
せ
て
作
る
同

村
沼
袋
地
区
で
古
く
か
ら
食

べ
ら
れ
て
き
た
保
存
食
だ
。

作
り
手
の
減
少
か
ら
、
今
や

そ
の
製
法
や
使
用
す
る
菌
が

研
究
の
対
象
に
も
な
っ
て
い

る
。作

り
手
の
一
人
で
あ
る
熊

谷
宏ひ

ろ

さ
ん
（
87
）
は
「
味
や

さ
ま
ざ
ま
な
要
望
・
提
言
が

出
さ
れ
た
。

中
村
久
和
農
業
委
員
は

「
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地

や
空
き
家
を
利
用
し
て
、
農

家
に
な
り
た
い
若
者
に
移
住

し
て
も
ら
い
、
農
地
を
守
り

活
用
し
て
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
て
も
ら
い
た
い
」
と
意

見
を
述
べ
た
。

北
田
会
長
は
「
今
後
も
、

農
業
者
の
声
を
市
の
農
業
施

策
に
届
け
、
夢
と
希
望
を
持

て
る
農
業
経
営
が
実
現
で
き

る
よ
う
意
見
交
換
を
行
い
た

い
」
と
語
っ
た
。

（
盛
岡
市
農
委
会
・
伊
五

澤
正
明
情
報
員
）

に
提
出
し
た
「
令
和
８
年
度

農
業
施
策
に
対
す
る
意
見
・

要
望
書
」
を
基
に
行
わ
れ
た

も
の
。

同
市
か
ら
は
、
市
長
と
関

係
部
課
長
ら
が
出
席
。
意
見

・
要
望
書
へ
の
回
答
に
つ
い

て
担
当
部
局
か
ら
の
説
明

後
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

盛
岡
市
農
業
委
員
会
（
北

田
晴
男
会
長
、
農
業
委
員
18

人
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
25
人
）
は
昨
年
12
月
１

日
、
「
令
和
７
年
度
盛
岡
市

農
業
委
員
会
農
政
懇
談
会
」

を
開
催
し
た
。

懇
談
会
は
、
農
業
施
策
に

つ
い
て
、
同
年
10
月
に
同
市

今
後
は
、
農
業
の
魅
力
や

農
家
の
皆
さ
ん
の
が
ん
ば
り

を
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
伝
え
る

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
現
在
、
東
京
で

奥
州
市
産
の
野
菜
を
Ｐ
Ｒ
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

一
人
前
の
農
家
に
な
り
、

「
こ
の
土
地
の
農
業
を
守

り
継
続
し
た
い
お
い
し
い

野
菜
を
一
人
で
も
多
く
の
人

に
届
け
た
い
」
と
い
う
先
輩

方
の
思
い
を
私
も
担
っ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
奥
州
市
在
住
、
43
歳
）

培
技
術
な
ど
を
学
び
な
が

ら
、
市
の
農
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

祖
父
母
が
兼
業
農
家
で
、

幼
少
期
に
は
農
作
業
の
手
伝

い
に
来
て
お
り
、
そ
の
当
時

か
ら
農
業
が
好
き
で
し
た
。

就
職
後
も
農
業
へ
の
憧
れ
が

強
く
あ
り
、
祖
父
が
家
を
残

し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
移
住
し
就
農
す
る
こ

と
を
決
意
し
ま
し
た
。

「
お
い
し
い
ト
マ
ト
を
自

分
で
作
り
た
い
」
と
の
思
い

か
ら
、
２
０
２
５
年
４
月
に

東
京
か
ら
移
住
し
、
奥
州
市

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
就

任
し
ま
し
た
。
新
規
就
農
を

め
ざ
す
た
め
、
市
内
の
農
家

で
ト
マ
ト
と
キ
ュ
ウ
リ
の
栽

髙
橋

愛
さ
ん

面
白
さ
で
も
あ
る｣

と
語
る


就
農
し
て
ま
だ
間
も
な
い

こ
と
、
地
元
を
離
れ
て
い
る

期
間
が
長
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
地
区
の
農
地
の

現
状
や
耕
作
者
の
状
況
を
把

握
し
た
い
と
、
精
力
的
に
地

区
を
回
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
何
気
な
く
見

て
い
た
地
区
の
農
地
も
、
関

心
を
持
つ
こ
と
で
問
題
意
識

が
生
ま
れ
て
く
る
。
特
に
耕

作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
人
に
問
題
意
識
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。
皆

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な

が
ら
地
域
の
農
業
を
守
り
、

次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
の
方
策
を
探
っ
て
い
き
た

い
」
と
強
い
意
気
込
み
を
語

る
。（

陸
前
高
田
市
農
委
会
・

岡
渕
貴
悦
情
報
員
）

必
要
で
、
常
に
一
年
勝
負
。

毎
年
同
じ
よ
う
に
作
業
を
行

っ
て
も
、
育
ち
方
が
異
な
る

と
こ
ろ
が
難
し
さ
で
も
あ
り

え
て
い
る
。

ま
た
「
思
い
通
り
に
は
い

か
ず
、
成
果
が
出
る
ま
で
に

は
時
間
が
か
か
る
。
根
気
が

い
作
業
や
厳
し
さ
を
増
す
自

然
環
境
に
も
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
地
域
の
人
た
ち
の
協
力

も
得
な
が
ら
農
作
業
を
進
め

て
き
た
。

「
リ
ン
ゴ
作
り
は
教
員
の

仕
事
と
似
て
い
る
部
分
も
多

い
」
と
語
る
熊
谷
委
員
。
リ

ン
ゴ
作
り
も
子
ど
も
の
教
育

も
基
盤
と
な
る
の
は
愛
情

で
、
単
な
る
作
業
で
は
な

く
、
心
を
込
め
て
そ
の
成
長

を
見
守
る
こ
と
が
大
事
と
考

陸
前
高
田
市
農
業
委
員
会

（
戸
羽
正
光
会
長
、
農
業
委

員
10
人
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
11
人
）
の
熊
谷
健

司
推
進
委
員(

59)

は
、
農
業

委
員
会
業
務
を
行
う
傍
ら
、

市
内
の
中
学
校
に
出
向
き
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し

て
農
業
の
魅
力
を
伝
え
る
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

熊
谷
委
員
は
小
学
校
の
元

教
員
。
55
歳
で
早
期
退
職

し
、
父
か
ら
市
の
特
産
品
で

あ
る
米
崎
リ
ン
ゴ
の
農
園
を

継
い
だ
。
こ
れ
ま
で
と
は
ま

っ
た
く
の
別
世
界
、
慣
れ
な

◇ 181◇

中
学
校
で
農
業
の
魅
力
伝
え
る

陸
前
高
田
市

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

熊
谷

健
司
さ
ん

奥
州
市
産
の
野
菜
を

東
京
で
Ｐ
Ｒ
め
ざ
す

就
農
し
て
お
り
、
現
在
は
６
人

が
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

６
月
26
日
、
「
（
一
社
）
ナ

イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
リ
ス
タ
ー
ト

セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、

関
係
機
関
、
研
修
生
ら
が
、
今

後
の
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
事
業

の
躍
進
を
祈
願
し
た
。

今
後
は
、
中
核
事
業
で
あ
る

担
い
手
へ
の
農
業
技
術
指
導
に

力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
情
勢

の
変
化
と
共
に
生
じ
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し
た
支
援

の
取
り
組
み
を
模
索
す
る
。

（
九
戸
村
農
委
会
・
桂
川
祐

太
郎
情
報
員
）

九
戸
村
の
就
農
研
修
施
設

「
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
」
は
、

昨
年
５
月
23
日
に
（
一
社
）
ナ

イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
（
大
久
保
勝

彦
代
表
理
事
＝
同
村
長
）
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。同

施
設
は
、
農
地
約
５
４
０

平
方
㍍
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
23
棟

を
有
し
、
施
設
内
で
は
ピ
ー
マ

ン
や
ト
マ
ト
、
露
地
で
は
ネ
ギ

の
ほ
か
、
研
修
生
が
希
望
す
る

直
売
品
目
の
栽
培
や
販
売
、
農

業
機
械
の
整
備
な
ど
の
研
修
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

ま
で
に
20
人
以
上
の
卒
業
生
が

宮
古
地
方
農
委
会
協
議
会
が
研
修
会

作り手減る郷土食

｢ごど豆｣味わう

農
業
者
の
声
市
の
施
策
に
届
け

市
長
ら
に
要
望･

提
言

盛
岡
市
農
委
会
が
農
政
懇
談
会

村の就農研修施設一般社団法人に

九戸村 ナインズファーム

地
域
農
業
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
連
携

相
互
理
解
へ
合
同
研
修

金
ケ
崎
町
の
町
議･

農
協
役
員･

農
委
ら

意見交換で発言する中村委員

セレモニーであいさつ

する大久保代表理事

笑
顔
で
講
演
す
る
藤
村
代
表

リンゴ園で作業する熊谷委員
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